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昭和初期，筑豊における炭鉱労働組合の系譜

I はじめに

第二次大戦前の九州炭鉱労働組合の活動に関

す6最近の研究には次のようなものをみるとと

ができる。田中直樹「九州民萌労働込Ji動史覚書

一筑草炭山を中心lこして－Jllは，友愛会を中心

とした組織的活動の開始期の状況を考察し，大

正期の労働組合の系譜をゆjらかにした。木永勝

也「1930年代の無産運動戦線杭ー問題一福岡県

地方を対象にー」2）は，第1章において，日本西

部産業労働組合ならびに日本労働組合全国評議

会九州地方評議会の結成過程を検討して，昭和

初期の筑豊炭鉱労働組合で，もっとも複雄な離

合集散を示すま派系労組の統一経過を明らかに

した。また筆者は「昭和初期，日本石炭噴夫組

合の組織と活動」そ対象とし，筑豊を代表した

総同盟系労組の実態を考案し，戦前の炭鉱労働

組合が背主っていた諸問題を検討しているヘ

本稿の目的は，上記の諸論稿がそれぞれ触れ

ながらも直接の対象としていない昭和初期の筑

豊における炭鉱労働組合の結成・解散月日並び

に中心メンバーについて整理し，その系譜を総

覧する ζとにある。石炭産業史にあって，諸国

(1）『慶応義塾創立125年記念論文集，慶応法学会政
治学関係J，田中直樹『近代日本炭砿労働史研究J
（草風鈴， 1984年）所収。
(2）「九州史学』第83号所収。
(3）「秀村選三先生退官記念論文集」掲載予定。

東 定
主壬ョ，

.EL 
日
正ヨ

体の存在様式は非常に複雑で，例えば企栄をと

りあげてみてもその生成，消滅の時期を確定す

るととはおろか，いかなる名称の企業が存在し

たかを明らかにすることすら困難である。筆者

は資料センターに勤務し，日頃から資料の整理

やレファレンスを主要な職務のーっとしている

が，上記のような事情の下では，職務上このよ

うなシンプノレ・ヒストリーもまた重要なのであ

る。

II 西部鉱山労働組合の内紛

1 

大iE14年 (1925）から15年にかけての日本労

働総同盟の相次ぐ分裂の中で，日本鉱夫組合九

州聯合会は総同盟・白木労働組合評議会および

日本労働組合同盟の三者鼎立の中で内部に控雑

な潮流が錯綜L，総休的に活動が低化し，組織

は有名無実｛じしたといわれる。勿論ζの諸潮流

はそれぞれ新たに結成された無産政党支持問題

とも密接な関連をもっていたことはいうまでも

ない。かくして大正15年 (1926）後期，同組合

内部は， 日本鉱夫組合九州聯合会（光吉流入

自称、日本鉱夫組合九州聯合会（岩本派）， 鉱夫

組合九州聯合会（奥村派〉に色分けされること

が出来たといわれる 1)。

光吉派は，総同盟によって日本鉱夫組合を除

(1) 田中直樹，前掲書， 453頁。
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経済学研究

［太郎〕

名されたため， 12月末「宮崎君と二人で飯塚に

帰り，日本坑夫組合と日本労農党の二枚の看板

で再出発することになったP。即ち福岡県嘉穂

郡飯塚町吉原町に事務所をかまえ，日本磁夫組

合九州出張所と称し3九 12月9日に結成された

日本労農党に参加した。これに対し奥村派は，

労働農民党を支持したが，さらに「同組合は奥

村俊一郎派と高尾三郎派とに別れ，両者ノ間ノ、

事毎ニ相反日スル関係となり，高尾派は昭和二

年四月九州鉱山労働組合を組織」心した。高尾

派と分離した奥村俊一郎派は坑夫組合九~"11聯合

会の名称を守り福岡県鞍手郡植木町に事務所を

置き，アナーキズム的色彩を濃くした日。

岩本派は九州聯合会の多数派であったが，評

議会加盟問題をめぐってその後も紛糾を重ね，

更に三派に分裂したと思われる。それは次の通

りであった。

「労農党・・・評議会加盟派
［太八〕〔初太郎〕 〔勝〕 〔帯万〕

池田，和国，国武，菊地，堤，平川，中

島

(2）光吉悦心『火の鎖JC河出書房新社，昭和46年）
147頁。
(3）「九州無産運動概史J（佐野義雄編『九州無産運
動年鑑」 1932年版，九州産業労働調査所，昭和6
年）。
(4) 田中直樹，前掲書， 453頁。
(5）「昭和七年十一月末管下労働団体一覧表」（「思
想関係綴，通達ノ分」所収）によると，「アナ系」
と類別され，創立月日が大正15年9月28日，鞍手
郡植木町，委員長江頭俊一郎，組合員4となって
いる。
「ニュース第9号」昭和8年11月29日（同上仁思
想関係綴J所収）によると，古河第二日尾炭坑争
議の原因報告の中で，次のように記されている。
「直方市所在坑夫組合九州聯合会ハ大正十五年九
月創立シ，当時ハ「アナキズムJ的色彩ヲ有ジ居
タJレガ，其後昭和二年末「アナキズム」の全国的
凋落ト共ニ社会民主々義的傾向ヲ示シ，一時組合
員百余ヲ擁シ相当活滋ナル行動アリタノレモ，昭和
七年夏目ヨリifr次主主徴ヲ辿リ，本年ニ入リテハ運
動全ク休止，有名無実ノ状態ニ陥リタ Jレガ…組合
幹部原喜久松，奥村俊一郎，立石利夫等其挽回ニ
腐心セノレ…」と。

第 52巻第l～4号

臼労党…日本労働組合同盟派
〔猪之吉〕〔清太郎〕 〔源七〕 〔能馬〕

米倉，桝崎，田中，後藤

氏憲党・・・単独組合派
〔小山盛人〕〔虎雄〕 〔新太郎〕

小川，岩本，稲葉 」6)

労農党支持，評議会加盟派は大正15年12月に日

本労働組合評議会九州鉱夫組合を結成し，翌2

年 (1927) 11月には田川支部を設置した7）。し

かし，同組合は昭和3年 (1928) 4月10日の労

農党，評議会に対する解散命令後，自然消滅の

形となった8）。日労党支持派のうち米倉猪之吉

は同党嘉穂支部代表者として，光吉，宮崎と行

動を共にしたが9），桝崎清太郎等は九州民憲党

支持派lと近づいたのではなかったろうか。

小山盛人，岩本虎雄，稲葉新太郎の3名は昭

和2年 (1927）西部鉱山労働組合を組織する。

しかし，これは民憲党嘉穂、支部準備会との 2枚

看板で10），しかも普選へ向けての準備のため，

組合活動より政党活動中心のものであったと思

われる。そのためであろう，組合結成当初の組

織や活動を明らかにする記録はほとんどみるこ

とができなしリヘ西部鉱山労働組合（以後，西

(6）岩本虎雄『九州社会運動年鑑』 1932年版（九州社
会運動通信社，昭和8年）。岩本虎雄と同年鑑に
ついては『石炭研究資料叢書』第6号（九大石炭
研究資料センター）の1934年版束定「解説」参照。
(7）前掲「九州無産運動概史」。
(8）『特別高等警察資料』第1輯第2号， 193頁。禁
止前における組合員数は 13名とされている（同
199頁）。
(9) 『大衆事報」昭和3年6月1日， 8月1日号。
大衆事報については，「水平月報」復刻版 (1985,
福岡部落史研究会）の原口頴雄「解題」参照。
側前掲「九州無産運動年鑑』には「四月，氏憲、党
嘉穂支部準備会を置く，岩本，小山，稲葉。西部
鉱山労働組合組織さる，岩本外二名」とある。し
かし岩本自身は2月結成としている（前掲『九州
社会運動年鑑』 1932年版）。
凶九州民意党時代の組合活動では，昭和4年5月
の池田炭坑（福岡県宗像郡池野村）争議指導lこ記
録が残っているだけであろう。（秀村選三他編
「筑豊石炭砿業史年表」西日本文化協会，昭和48
年〕。
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昭和初期筑是における炭鉱労働組合の系譜

鉱と略称）が独自の活動を開始するのは日本大

衆党福岡県聯合会創立後であろう。昭和3年末

の民憲党を含む7党合聞によって日本大衆党結

成後， 4年 (1929) 9月8日，民曹、党解散式そ

兼ね，大衆党福間l'r1聯創立大会が八幡市寿館で

開催された。 ζの聯合会の活動方針の中で，

「今後一！日痛切に要求せらるべきは経済的闘争

の主体たる労働組合の組織及び闘争力の強化」

である ζとが強調され，九州合同労働組合と西

部拡山労働組合の発展に協力することが決定さ

れたのであった12）。

翌5年（1927），「岩本君の脱退，梅原龍君等

の脱退を生じ，内紛の兆候があったが，当時文
〔Pi！作〕 〔吉武〕

戦にあった，今村，徳永，野見山君等の百鉱参
（国松〕

加によって，桝崎，谷口，小山君等と共に，組

合を再建し」13）た。この再編によって西鉱ば活

発な活動を民間し，従来民憲党或ば大衆党嘉穂

支部との二枚看板で，嘉穂郡飯塚町を中心とし

た狭い地域に限定していた活動を筑豊全体に拡

大した。そのことはとの時期の主要な活動であ

る下記の争議が示している。

昭和5年5月 木原鉱業池田炭坑（福岡県宗

像郡池野村〉賃金支払要求争議14）。

同8月 貝島長井鶴炭坑（鞍手郡宮田町）西

鉱組合員解雇反対争議。

同10月 明治赤池炭坑（嘉穂郡頴田村〉解雇

反対争議15）。

そして翌6年 (1931）製鉄所各坑を始めとす

る「筑豊炭田大争議Jに際し，総同盟日木石炭

碩夫組合と共iこ，潤野坑，高雄一坑，稲築坑を

ω r社会運動通信』第69号，昭和4年9月23日。
(13) 前掲『九州社会運動年鑑J1932年版。
(14)~日池田炭坑は「西部鉱山労組の締付組合（『社
会運動通信」第207号，昭和5年6月15臼〕といわ
れながら，なお争議は同じ日本大衆党系九州合同
労働組合の主導の下IC関われた。赤池争議も問様
であった（「福岡日日新聞J昭和5年10月6日）。

中心にとれを指導した。とれによって西鉱は一

躍大膨張をとげ， 5支部19分会2,630名の組合

員を擁し，全国労働組合同盟内で傘下組合とし

て会認された16）。この大争議で，特lと寓唯一坑

では，西鉱，白石と共lζ全協系メンバーが指導

的役割を果したといわれる 17)。と ζろで日本労

働組合全国協議会は「昭和六年六月初旬，筑豊

ゼ、ネラJレストライキの直后，全協中央常任委員

会の指導の下に，日本鉱山労働組合準備委員会

が設立された。爾来準備委員会は産業別組合新

聞『鉱山労働者Jを刊行し，指導書を送り，オ

Jレグを派遣して，全国に散在する地方組合の全

協グノレープの統一と未組織鉱山征服にとりか

L」り，筑豊に於ては「五月ゼネストに於ける

高堆ー坑のモグラ争議の戦斗的労働者を中心と

して，支部準備会が結成されたjlBlのであった。

そしてこの日本鉱山労働組合筑豊支部準備会メ

ンバーは合法的活動の場を主として中間派組合

である西鉱に求めた。とのため西鉱は組織拡大

の反面，内部では左右両派が相争い，役員内部

も左右両派に別れ，主導権争いが激化し，活動

の停滞を招いたのである。

昭和7年 (1932）頃の組織と役員構成は表1

の通りである。乾は左派となっているが，実際

は中間派であり，左右両派の勢力は全く相桔抗

し， そのエネノレギーは内部闘争に向かい，「昨

年度〔註一昭和7年度〕 に於ては特記すべき記

録もなく不振の一年を過してゐ」山る状況aを招

16) 大原社会問題研究所初「目本労働年鑑』第12巻
324頁。前年第11巻では， 日本鉱夫組合の中iζ含
まれ，単独の組合として記載されていない。
17) 例えば，前掲「九州社会運動年鑑』 1932年版。
「高雄一坑争議関係公判傍聴記」。
18) 全協臼本鉱山労働組合中央失員会「恐慌，戦争
及び経済斗争と日本鉱山労働組合の任務lζ関する
テーゼ」 1933,6 （「昭和八年日本鉱山労働組合パ
ッフ」）。
19) 前掲『九州社会運動年鑑』 1932年版。
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第l～4号

三期の主力は田川であったj21)

といわれる如く組織を再整備していた。

第 52巻究研学済経

この頃日鉱筑豊支部準備会は，責任者吉田

（ペンネーム），地区責任園田貞次（西鉱田川支

中国末堆（同鞍手支部長）， 福良忠雄

（同委員長）を中心l乙， 柴田，大泉，伊藤，白

石等から構成されていたが，彼らは，西部鉱山

部長），

労働組合革反派を「革反ノ、ーツノ労働組合デア

Jレ，故ニ草反ノ中ニ日鉱ノフラクヲ上ヨリ下マ

デ輩回ニ組織スJレ事ニヨッテ本部派トノ斗争モ

可能トナリ，革命的組合トナノレノデアノレj22）と

1月の準備昭和8年 (1933)いう方針の下に，

委員会で次のように決定した。

「西鉱本部派， 谷口， 野Q山，徳永，乾ヲ西

鉱内ニ置ク事ノ、日鉱ノ組織ニ多大ノ支障アル

ヲ以テ，来ノレ二十一日西鉱本部事務所ニ於テ

西鉱拡大中央委員会開催ニ当リ，本部派員ヲ

除名スル事，但シ徳永，乾ノ両名ハ当分除名

いたのである。

左派は西部鉱山労働組合草反派を白称し，右

派を本部派と称し，前述のごとく中央の指導の

日本鉱山労働組合筑豊支部を組織しよう ヲ保留ス，其理由ハ徳永ヲ平組合員トシテ置

日鉱（西鉱）ノ合法性ヲ失ノ、シメノレ事

下に，

ケパ，昭和5年しかし福岡県では，と努力していた。

日鉱ノ組織活動ヲ可及的容易ナラシ

ムJレ事j23)

文意不分明の箇所もあるが，革反派は西鉱から

ニヨリ，7年に

三度組

6年2月（2月事件〉に引続き，

二度，も2月24日一斉検挙が行われ，

2月，

とのため中央の準備委員会織は潰滅した20)0 

本部派＝社会大衆党関係者を排除し，執行部をは，

日鉱筑豊文準の組織活動を容易にしよ奪取し，「同志Cを九州地方オルガナイザーとして送

うとした。8月上旬同志Cの筑豊到着ることとなった。

1月21日拡大中央執行委員この方針の下に，と共に三度筑豊支部再建の期が始まった。．

職J昌代表5名革反派 9名，会は本部派 9名，26日には田川，嘉穂，鞍手三君j）の中心分子の

革反（全員草反）の出席の下に開催されたが，会合が開かれ，其席上再建委員会が結成され

派福泉が議長となったため「職場代表者ニ発言た。乙の再建委員会の手によって組織は急速

権決定権付与ノ件」も「新中央委員推府ノ件」

21) 日本鉱山労働組合中央常任委員会「九州の諸炭
回IC於て如何に斗争し組織して行くか？J 1933, 
11 （「昭和rJ八年日本鉱山労働組合ノマンフ」）。
22) 23) 24) ［嗣和六年以降， 日鉱筑豊文部組織関
係書類J。
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峯

地，大峰，鞍手方面は笹田，金岡lj，室木，新

20) 

豊洲，

手，嘉穂方面は野上，嘉穂，稲築，久恒…第

15頁。

田川方面は三井田JI!.

「特高月報J昭和7年7月分

に延びた。
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昭和初期筑豊における炭鉱労働組合の系譜

質的闘争を容易ならしめるため，教育出版部，もいずれも 9対8で否定され，本部派除名の前

組織部の二部門に収束し統轄的なしゐたるも，提が崩された。「日鉱ノ実勢力ハ本部派ヲ充分

全面的斗争を開始するに当りでは，各部門の必圧倒スルノ状勢ニアリタノレモ…日鉱側宮山（田

要を認めるとの意見」27）が出，組織整備にとり

かかり， 11月「本二月十一日の検挙後閉鎖して

ゐだ田川支部事務所を伊国本町典寿館前に新し

く設けj28），「去る二尽十一日の検挙以来，

日鉱側

門
川
「
目白

Ji！）が机ヲ押シ但！γ流会ノ動機ヲ作リ，

ハ全部退場結局流会トナj24）ったのであった。

この拡大中執の結果，西鉱内部の左翼派，

ち日鉱筑豊支部準備会の全貌が表面化し， ガラその

空きとなって居た鞍手支部事務所に今度常任を2月11日午前，表2昭和8年 (1933)20日後，

年末までに上山田支部も設置く ζとにし」29).にみるごとくその大多数が検挙された。

三支部を置くととができているω。置し，

2 

昭和8年金協系検挙者氏名表2

西部一般産業労働組合（以後，西部一般と略

7月8日；創立委員会を初、）は昭和 9年 (1934)

開催し，西部鉱山労働組合から分離独立した。

創立時の役員は次の通りであった。

「中央常任委員長 保留
〔手rjj，吉〕

川上
【重吉〕

政党対策財務部長乾

書記長

深見昇

小畑

一般技術部長

農村対策部長嘉

光

藤

利

浅

山本，大井

鞍手3名J31l

嘉穂中央委員

田川 4:'.f,

両者は分離直後から激しい対立関係に入った

本

鶴

頭

註〉検挙後釈放セラレタJレ者ヲ除ク。
「昭和七年以降部内関係極左書類緩Jより作成。

27）『大衆事報』第96号昭和8年10月22日。
28) 29）向上第98号昭和8年12月1日。

30）同上第99号昭和9年1月1日。
花山清発行「大衆事報」が函鉱の機関紙となるの
も第95号（ 9月頃か）あたりからであろう。
尚，その後日鉱筑豊支準は，西鉱内の主主反派を
解消し，西鉱戦斗化協議会を結成し（福岡県特高

課「昭和七年以降日本鉱山労働組合筑豊支部再建
委員会情報J〕御笹満隆，南堰，加島豊，大堀輝
吉等lとより再建lζ努めだが，昭和9年1月の検挙

で崩壊し，「吾々ハ何等組織ヲ有セズ単ニ一個ノ
「コンミュスト』トシテ狂奔ジテ来タニ過ギナイ」
（向上）という状況になり，以降組織的活動は出

来なかったようである。
31) 「大衆事報』第106号，昭和9年8月1目。

革反派検挙直後の状況を示す記録はないが，

本部派は検挙中に革反派を除名し，再組織を図

しかしそれが軌道にのったものと思われる紛。

8月に役員を改選し，小山るのは夏頃からで，

9月執行委員会で「実
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明43生

明35生

明32生

明37生

明羽生

明42生！

明42生

大元生

明40生

大2生

明40生

明38生

明42生

明33生

明41生

明41生

明40生

明羽生

日雇稼

農~

ガラヤキ

採炭夫

採炭夫

ガラヤキ

採炭夫

社会運動新聞記者

採炭夫

家具商外交

採炭夫

採炭夫

仕繰夫

運搬夫

雑貨商

土方稼

無職

無職

士
口
雄
男
男
次
段
一

輝

州

〕

恒

忠

九

清

精

正

数

亀

益

堀〔

島

泉

浪

回

川

井

山

中

橋

上

本

木

野

坪

々

大

図

福

本

士

口

江

今

宮

山

市

河

坂

佐

長

束

塚

小

江

一

木

吉

造

学

喬

平

次

雄

秋

一

盛人を委員長に選任26>,

25) 「九州社会運動年鑑』 1933年版。九州産業労働

調査所「社会運動団体／現況 北九州・筑豊」
昭和10年11月（「九州労働運動ニュース綴」）。
26) 古賀良一他編『北九州地方社会労働史年表J
（西日本新聞社， 1980年） 407頁。
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経済学研究

が，その原因については既に木永氏によって3

点が指摘されているω。①両組合指導部の思想

的，政党的対立関係，②炭坑労働者に対する組

織対象の競合，＠全評結成lこ対する方針や炭坑

資本に対する運動論の相違がそれである。

上記につき若干の補足をしておくならば，草

反派排除後，商鉱再建のため旧日本大衆党の系

譜上にある幹部層は，炭坑以外lζ組織を拡大し

ようとすると共に産業別労働組合を指向する方

針を採った。それが西部一般の結成応援であ

り， 昭和10年3月の西部鉱山廃疾者組合の結

成であった33>0 従って西部一般の結成に際し

ては

「ロウ働組合が産業別に活動する点から，炭

コウ外の農民層，市民層，また重要××工場

などに過去働きかけの足らなかった事から，

今度，西部一般産業ロウ働組合は吾酋鉱応援

の下に結成され，工場に農村lこ，市民lと全力

的lこ紛議闘争をまき起すべくその方針は決定

されたj34)

と「吾が姉妹組合」として支援したのである。

一方，川上利徳，乾重吉，山中数木等，旧草

反派の系譜lζ連なる西部一般結成派は，草反派

を除名処分にし，社会民衆党と合併した社会大

衆党の地方幹部を兼ねる西鉱幹部に強い反発が

あったのであろう，当初から西部一般を「西産

〔註←西部鉱山労組の後身，日本西部産業労組〕

反対派として結成」し，翌8月には「左翼労働

組合戦線杭ーに参加J35九即ち日本労働組合全

国評議会結成へ参加したものと思われる。その

32) 木永勝也，前掲論文。
33〕『大衆事報』第113号昭和10年5月1日。
34）向上第106号，昭和9ifS月1日。
35) 36) 「一丸三七年六月二十日，九州鉱山坑夫組
合第一回分会代表者会議議案ト報告」（「九州労働
運動ニュース綴」）。

第 52巻第l～4号

ため結成直後から炭鉱労働者の組織に努め，西

鉱と激しく競合することになった。

西鉱は西部一般との競合の中で昭和 9年

(1934〕12月には鞍手文部を，更に10年 (1935)

1月には白川支部を奪われ36），急速にその活力

を喪失していった。乙の衰退の中で同慌に出滞

しつつあった九州統一労働組合同盟の主導によ

る福岡・佐賀・大分3県における旧全凶労農大

衆党系組合の大同団結である日本西部産業労働

組合の結成に参加し，日本西部産業労働組合筑

豊聯合会と改称した37>0 そしてまがりなりにも

3支部（鞍手・田川・嘉穂） 3分会（川崎・

山田・二瀬）体制を整えたが， もはや炭坑労

働者の中に影響力はもちえなかったと目、われ

る38）。

また西部一般は昭和10年3月九州鉱山労働者

組合と改称し，吏に翌日年 (1936) 4月12日九

州鉱夫組合ならびに九州産業労働調査所を吸収

して会評九州鉱山坑夫組合となった39)0 

37) との経過については前掲木永論文参照。
38) 西部産業労働組合は昭和13年5月25日解散式を
挙げる。新聞は次のように報じている。
「…労働運動二十年の古い歴史を有する西部鉱山
労働組合も其後日本西部産業労働組合と改称して
ゐたが，昨年末の日無労農系大検挙を期とし勢力
若るしく失遂し，且つは時局の波はひた押しに労
働戦線を梗塞して，労資問はただ日本主義に塗り
つぶされて仕舞ふので，同組合では廿五日飯塚市
の筑豊幹部会事務所に各地方支部幹部会を聞き今
後の活動方針につき協議の結果，会問者一同日本
主義精神［と立脚，国策JI質応、を申合せ，過去の闘争
史を一部悲恰な解散式を挙げるl己主った」（『福岡
日日新聞」昭和13年5且27日〕。
39) 前掲「九州鉱山坑夫組合第一回分会代表者会
議議案ト報告」。左によると会評九州鉱山坑夫組
合の昭和12年6月当時の役員は次の通りであっ
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昭和初期筑豊における炭鉱労働組合の系譜
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1ll 日本石炭碕夫組合からの脱退者と

国家社会党系労働組合の結成

1 

日本労働総同盟日本石炭破夫組合は昭和5年

(1930) 8月 1日福岡県田川郡後藤寺町松竹館

で結成式を行った1)。総同盟九州聯合会と社会

民衆党八幡支部の強力な支援の下に結成された

同組合は，直ちに組織の拡大に努めた。企業

側はとれを防ごうとし， その結果，昭和6年

(1931）に入ると組合は次々と下記のような争

1) 「発会式ピラ」（日本石炭砿夫組合「組合」）お

よび「創立大会プログラム」。 日本石炭砿夫組合

の詳細については，東定「昭和初期日本石炭砿犬

組合の組織と活動J（『秀村選三先生退富記念論文
集』掲載予定）に譲る。尚，同組合は昭和15年

(1940）総同盟の解散にともない消滅した。

名 了一言［一一弓－，
九州鉱夫組合 I 
九州鉱山労働者組合 ｜ 

九州鉱夫組合

九州産業労働調査所

九州鉱夫組合

（辞任セシムル
九州鉱山労働者組合

議そ闘かうことを余儀なくされた。原因はすべ

て組合員を蹴首されたことによるものであっ

7こ。

2月13日～17日 三菱総国六坑（福岡県嘉穂

郡鎗田村）争議参加人員25名

2月27日～3月21日 粕墨炭坑（同粕屋郡志

免村）争議

4月20日～26日 大峯二坑（同問川郡川鯖

村）争議参加人員25名孟〉

この時，石炭産業の不況は益々深刻他し，右

炭鉱業聯合会は昭和元年よりの送炭制限を昭和

5年11月から22%にまで引上げ，各社とも合理

2) 「昭和六年六月二十日，第弐回大会報告書並に

運動方針書J（「日本労働総同盟日本石炭鉱夫組合
大会議事録運動方針書」）。乙の｛也lこ「飯塚町役場
改築稼動従業者fC対する受負人森木要造の賃金不

払」を原因とする1月2日より30日迄の「森本組
大工争議」がある。（向上）
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経済学研究

化に努力していた。住友忠隈碩業所（福岡県嘉

施都穂波村）でも他坑と同様に，女坑未を中心

lζ昭和5年末lと約220人叱更に 6年に「なしく

ずし的に約200名位の従業員の整理を行ったが，

尚引続き整理の問」引があった。乙のため日本

石炭噴夫組合では谷口市松方に事務所を構え，

15項目の要求書を発し， 4月29日争議に入っ

た目。 ζの争議は翌30日lこ原英次郎，野口真太

郎両県会議員が調停に入り，炭坑・争議団とも

両氏に白紙一任して争議団は 5月1日午前l時

解散した。

しかし炭坑側は解雇手当の支給に応じかね，

5月4臼解雇手当の支払日に約束を履行せず，

争議団側では 5日再び争議に入った。当初110

名余の争議団は徐々に支持者を増し， 500名

（坑夫総数約1,500名）近くに達し，争議固に参

加しない坑夫も入坑するもの少しほとんどゼ

ネスト状態になった。

乙の争議は折から起った八幡製鉄所二瀬出張

所管下の各坑争議と一体化し，飯塚町周辺は騒

然とした状況になったのである。 10日，争議回

全員解雇の報があったため，争議団側は，日本

石炭噴夫組合主事宮崎太郎，常任中村彦次郎，

山木戸初太郎，佐野義雄，争議団長市丸勝三郎

を先頭に約350名の争議団を引連れ，事務所iこ

3) 前掲「筑豊右炭砿業史年表』。
4) 『福岡日日新聞」昭和6年5月1目。『労働」第
240号（昭和6年6月〉には，「事業不振の長饗で
四月廿七日二百名の解雇をなし（内五十名は組合
員〕〔筆者註， 日本石炭砿夫組合員〕四月廿八日
には賃銀三割値下を断行した。然るに確聞すると
とろによれば木坑ではIIIp::四百名の大量首長首を計
画中」とし， ζれを争議の原因としている。
5) 前掲「福岡日日新聞」および『労働J。住友忠
｜認争議の経過をもっともヴィヴィッドに示してい
るは「筑盟炭閏争議情報」（田中直樹，前掲書他に
翻刻がある〉で，『社会運動通信』第472号（昭和
6 if: 5月13日〉にも記事がある。以下忠隈争議に
ついてはこれらによる。

第 52巻第l～4号

押しかけたと ζろ，事務所前で約50名の警官に

よって，組合長光吉悦心，主事宮崎太郎はじめ

103名がトラック 4台に検束された。 ζの強硬

策によって争議団側は浮足立ち，翌日日光吉，

宮崎の解放を待ち，再び野口・原両県会議員が

調停に立ち， 13日に到り両者の仲介の下に覚書

を取りかわし，争議は解決した。

覚書を検討すると，要求15項目，附帯条項2

項目，迫力日要求3項目のうち，会社側が認めた

のは僅かに 5項目，解雇や賃金に関するものは

「調停者ハ今回ノ事件ニヨ Jレ解雇者ノ復職ニ努

力ス」という字句が入っただけで，それ以外は

一切容れιれず，争議団担！！の全面敗北であっ
7こ。

以上が住友忠隈炭坑争議の経過の概略である

が，争議後日本石炭硯夫組合幹部聞において，

争議の処置をめぐって内紛が生じた。

組合幹部の佐野義雄，中村彦次郎，同中儀ー

は， 6月12臼脱退を決意し，飯塚町芳雄飯塚病

院裏！C事務所を設け，全国鉱山労働組合を組織

し， 15日，綱領・宣言・規約を発表したへと

れに対し，日本石炭顧夫組合も同日付で「執行

委員支部代表者聯合協議会ニ於テ審議ノ結果組

合規約第廿一条第二項ニ該当スル者ト認メ組合

員佐野義夫田中義市君ヲ除名」7）したのであっ

た。

6) 前掲「九州無産運動年鑑』 1932年版。『社会連
勤通信J第253号（昭和5年8月8日〉によると，
佐野・中村は執行委員，田中は理事であった。
全国鉱山労働組合の綱領は次の通りである（前
掲『九州無産運動年鑑』）。
1. 我々は団結の威力と相互扶助の目的を以て経
済的福利の増進並に知識の啓発を期す。
1. 我々は断乎たる勇気と有効なる戦術とを以て
資本家階級の抑圧迫害に対し徹底的に斗争せん
ととを期す。
1. 我々は如何なる場合IC於ても労働階級と資本
家階級は両立すべからざるものと確信して斗争
を期す。
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昭和初期筑豊における炭鉱労働組合の系譜

内紛の直接的原因は，忠隈炭坑争議の争議団

代表であった市丸勝三郎が「日本右炭鉱夫組合

忠限支部長」の肩書で6月20日に発表した「声

明書」白にうかがうととができる。ーは「光吉，

宮崎の両氏は炭坑側並に調定者との会見文は交

渉にあたって争議団の意見訊く処なく，只独断

l乙交渉を進め，死をとして斗った忠隈幾干の従

業員の要求をおさゑつけ」たとと，二は，争誌

に際し個人又は友誼団体より受けた応援資金

315円を，光吉， 宮崎等が「争議国をゴマカシ

私腹を肥した」と断言せざるをえない，という

ものであった。その結果「吾々は斯くの如く何

等労働者の要求するま b闘はず，只会社との取

引に寄って，労働者の貧血を求るが如き日本石

炭鉱夫組合l乙止るを潔しとせず，去に脱退を声

明」したのである。艮jJ！？争議を経済的闘争とし

てのみ位置付け， 争議l乙入るや， 500名近い争

議団の桔束と生活の維持に苦悩し，豊富な争議

経験を侍み，争議団の意見を十分酌み上げず，

妥結を急いだ光吉，宮崎lこ対する批判であっ

た到。上記の直接的原因の他i乙政党との関係に

ついて意見の相違があっだかもしれない。日本

7) 前お「第弐回大会報告書並l乙運動方針書」。第
21条第2項lま，「本組合ノ統制ニ服セザル者Jを
「除名其ノ他／処分ヲナス」ものである。

8) 前掲「九州無産運動年鑑」 1932年版。
9) 全国鉱山労働組合ぼ次のような総括そしてい
る。「j出の闘争〔筆者註ー筑景炭田大争議〕は筑
豊石炭鉱業組合の総勢力と筑豊全炭山労働者の総
勢力との対抗といふ形を取って単に経済的意義の
みならず政治的意義を帯びているのだ。而して又
との大争議ば筑豊全炭山の階級戦i己点火するばか
りでなく全日本の階級闘争に大きな推進力を加へ
四本資木主義の心臓部筑豊炭田の労資戦ii必然的
lこ全日本の労資関係を震憾せしめるのであった。
〔中略〕その現象にもかLわらず争議団を指導し
た「リーダ」たるものほ何等大衆の閣争組識を考
へず，展開方法を知らず，大衆が是等の無能なる
幹部態度iこ憤汲してからやっと後から追かけて行
って弁解したに過ぎないJ（「壱九三一年十一月十
日全国鉱山労働組合運動方針書J，前掲「九州無
産運動年鑑』）。

石炭碩夫組合が社会民衆党との聞に密接不可分

の強い連繋を有していたのに対し，全国鉱山労

働組合は新しい規約の中で第10条として「本組

合員は大衆党員，労農党員，社民党員と雄も加

入を許す，但し団体を以て政党支持を絶対に禁

ず」10）と規定している。

新組合の結成に参加したメンバーは，位野を

主導者として，前記中村，田中の他lご青柳専太

郎と争議団代表9名のうちの市丸勝三郎，日脇

常吉，松本為助，豊原長ーの4名，合計8名で

あったといわれる11）。 しかし， 国脇， 根本，

豊原は実際には参加しなかったのではあるまい

かω。そして，その後，組合員の拡大も思うよ

うにできず，目立った活動もなかったようであ

る13）。

2 

昭和6年 (1931）の「満州事変」を契機に，

政治や労働運動の分野は急速な「右傾化」を始

め， 7年 (1932）赤松克麿等は社会民衆党を脱

党し，日本国家社会党を結成した。組合の維持

に苦悩し，新たな展開を模索していたであろう

10) 「全国鉱山労働組合規約J（同上）。
主導者佐野義雄は，大正6年三井田川二坑をふり
出しに各坑を転々し，少くとも大正12年からの大
之浦五坑では労働運動に参加，（九州産業労働調
査所編「昭和十一年度の社会運動の展望と冬炭砿
の労務政策の検討J，「九州労働運動ニュース綴」
所収入昭和4年にほ当局より共産党員を認めら
れていた（「日本共産党再組織表J，『特高警察資
料』第2巻第3号）。前述した昭和 6年6月初旬
の全協日鉱筑主文部準備会の結成には当然佐野に
も働きかけがあったであろう。
11) 前掲「九州無産運動概史」。
12) 宮崎太郎・関谷杉雄「日本石炭砿未組合組合員
名簿」〔稿本）。
13) 同組合の活動として著名なのは，昭和6年12月
20日，白川支部長上村初次郎が，宮尾炭坑（臼川
郡勾金村〕労務係員に刺されたため， 25日に12名
の組合員が同坑捲場を占拠し， 8名が検挙された
事件が唯ーであろう（『社会運動通信』第664号，
昭和7年1月8日）。
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経済学研究

佐野義雄等にとって，これは局面を打開する好

機会と考えられたようである。国家社会覚福岡

県聯が結成されたのは7月16日であったが， 19

日には嘉穂文部が結成された。この経過を筑豊

石炭鉱業組合事務所は同組合常議員・労務委員

宛に次のように報告している。

「社会民衆党嘉穂支部役員佐野義雄，田中儀

一等ハ昭和六年六月支部長宮崎太郎ト意見合

ハズ脱党ノ上全国鉱山労働組合ヲ組織シタ Jレ

ガ唱和七年四月社民分烈ニ依リ国家社会主義

運動ニ転向シタJレ赤松克磨一派ノ行動ニ注視

シ八幡米村長太郎及本年四月福岡県議補欠候

補ニ際シ全国労農大衆党嘉穂支部長ヲ除名セ

ラレ無産運動ノ情勢ヲ傍観中ナリシ浜田瓦次

郎ト連絡ヲ採リ笛ニ社民，農大両支部及其他

労組脱退分子ノ糾合ニ努メ六月二十六日米村

長太郎来飯，佐野義雄，浜田恵、次郎，析崎清

太郎，米倉裕次郎等ト協議悲ニ新党組織表面

化シ七月三日全国鉱山労働組合本部ニ準備会

ヲ設置同十九日大会ニ代Jレベ‘キ拡大委員会ヲ

開キ直ニ支部ヲ結成セリJl4>

この極過lとみられるように，国家社会党嘉穂、支

部は佐野，田中を推進者とし，全国鉱山労働組

合を中心として成立した。結成当時の嘉穂支部

員85名のうち，実に60名が全鉱組合員であっ

ナご15）。

結成時の役員は支部長空席，副支部長に柏原

註助，書記長に位野，執行委員は田中儀一外8

名であった16）。 8名中 3名は立野ニ，佐々木

栄，奥野政男で，佐野と共に昭和6年の筑豊炭

田大争議の際の高雄一坑争議団の中心メンパー

14) 15) 16) 「昭和六年以降，政党労働組合同係綱
領規約役員等綴」。尚本史料はその一部が田中直
樹・中楯興氏lとより『産業労働研究所報』（九州
大学産業労働研究所〕第66・67号に翻刻されてい
る。

第 52巻第l～4号

であり，ともに起訴されている。この時佐野は

無罪であったが，イ也は懲役10ヶ月乃至6ヶ月の

有罪を受けた全協系活動家であった17)0 

乙の日本国家社会党福岡県聯嘉穂支部を母胎

として， 7月31臼に九州鉱夫組合の創立委員会

が，飯塚市稲荷町の全国鉱山労働組合の事務所

で聞かれた。委員会の出席者は28名，西部鉱山

労働組合山田分会，全国鉱山労働組合，九州鉱

山労働組合を解消して九州鉱夫組合を創立する

報告があり，綱領，規約，宣言を採択し，組合

役員を決定した1曲。

西鉱山田分会は，労大党嘉穂支部長浜田恵次

郎が分会長を務めていた分会で，浜田は県議立

候補を受諾しながら，経済的国窮から無断で立

候補を断念したため同党を除名され19），分会を

率いて参加した。九州鉱山労働組合は，前述し

たように坑夫組合九州聯合会を除名された高尾

三郎ら 5名が，昭和2年4月結成した組合であ

ミs20九本部を飯塚町駅通りに置き，労働農民党
を支持した左派組合であった加。三・一五事件

後，高尾春次，穂、東穀徳らが九州労資協調準備

会を開催するなど22り少なくとも表面的には労

資協調主義に転化したが，その後活動停滞し，

組合員も活動もない単なる看板組合に陥いって

いたと思われる。

九州鉱夫組合の綱領は国家社会党の綱領「一

君万民の国民精神に基き， f手取なき新日本の建

17) 筑豊石炭鉱業組合事務所「自昭和六年十一月二
十四日至企年十一月二十六日三日間，高雄一坑争
議関係、公判傍聴記」。
18) 『社会運動通信』第831号，昭和7年8月5目。
「日本国家社会党日本国家社会労働同盟系九州、I~広
夫組合結成J（前掲「政党労働組合関係綱領規約
役員等綴」。
19) 坑夫組合本部「新聞切抜帳J。
20) 田中直樹，前掲書， 435頁参照。
21) 前掲「九州無産運動概史」。
22) 前掲「北九州地方社会労働史年表』 277頁。
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昭和初期筑豊における炭鉱労働組合の系譜
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註）『社会運動通信」第831号および「昭和六年以降
政党労働組合関係、綱領規約役員等綴Jより作成。

設を期す」そのままで23），組合役員は表3の通

りであった。しかし「社民，農大両支部及其他

労組脱退分千」を糾合し，有力分子の混成集団

として成立したかにみえた組合は，その直後か

らもろくも分解を始めたようである。昭和8年

初めには，組合長空席，主事佐々木栄，役員田

中義一，中村彦次郎，江頭浅一，川上幾次とな

り，有力メンパ一多数がi滞失している24)

活動も活発ではなく同8年3月の言己録は次の

よう；乙言己している。

「創立以来今日までの主なる記録としては示

されていないが，最近に於ける活動として

は，電灯，水道，家賃の値下運動を敢行し更

に鉱山に対しては伝単ビラ撒布等lとより鉱山

労働者の不平誘発lζ全力を傾注してゐる」25)

23〕 その「主張Jは次の通りであった。
1. 我等は労働組合が，資本主義打倒の全面的関
争l己於ける経済的闘争部面を担当するととを認識
し，これが完全な引使命の遂行を期す。
2. 我等は強国なる団結と勇敢なる戦術とを以
て，資本家階級の弾圧に抗争せんととを期す。
3. 我等は労働階級の絶対的生活保証と産業管理
権参与とを確立す忍新国家の建設を期す。
24) 前掲『九州社会運動年鑑J1932年版。
25) 同上。

また昭和10年 (1935）末IC，創立時の中心メン

バーであった佐野は次のように報じている。

「最近組合の活動ふるはず，静観的の態度を

取ってゐるが，筑豊炭田中iこ於ける労働者の

要求を圧付恥ぢざる集金宗徒排撃，赤池炭坑

に於けるブローカ組合排撃のための斗争に積

極的活動を開始しつ』ある。現在中村彦次

郎，河上幾次等によって組合を維持してゐ

るj26)

ととろで同組合は昭和11年度の運動方針で，

坑夫の偽捕雇入反対， 10時間労働制実施，鉱害

賠償のための充填工事徹底と積立金制度の実施，

遺族扶助料並に障害扶助料獲得のための闘争の

上に「炭鉱事業の国営を最後の目的目標として

斗はねばならなしリと唯一炭鉱国営方針を打出

している。そして政治的には「共産主義者等に

は徹底的に反対し，…官権と共力一致して彼等

の検挙に努力」 し， 「左翼社会民主主義者並に

社会民主主義者に対して勿論反対するも，…裏

切的行為を労働者に爆露し…労働者の名に於て

解散の要求をなす」とととし，「国家社会主義

団体並に日本主義団体に対しては一切の闘争に

共同戦線を張り，同一歩調を以て進」むことを

宣言した27）。しかし，その僅か4ヶ月後，前述

のように突然全評九州地方評議会加盟の九州鉱

山労働者組合と合併し，全評九州鉱山坑夫組合

を名のり，組合を解消してしまったm。ζの最

右翼日本労働同盟系組合の左翼日本労働組合全

国評議会系組合との合併，左翼旋回は余りにも

唐突であり，周辺関係者さえも驚かせた事件で

26〕 前掲「社会運動団体ノ現況北九州・筑豊」。
27) 九州鉱夫組合教育出版部「昭和拾壱年度九州鉱
夫組合運動方針大綱」（「九州労働運動ニュース
綴」）。
28) 九州産業労働調査所「九州鉱山坑夫組合最近の
活動状態J（向上ニュース綴）。
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あった。 いた。このため福岡県聯は4月23日の第5回執

行委員会で，明確に脱党の意思を示し，中心メ
3 

筑豊右炭鉱業組合の「管下労働団体一貫表j

には， 昭和7年 (1929) 11月末現在，「国家社

会主義J団体の現に「呂本石炭鉱夫組合，昭和

七．七．一六〔註，結成月日〕，田川郡川崎村池

尻光吉方，組合長光吉悦心 四五〔註，組織人

員〕」とあり， 同様に昭和8年12月1日現在の

表にも「右翼一国社主義」団体の項に「日本石

炭坑夫組合」として全く同様の記載がある29）。

まだ昭和11年（1936）の記録にも「九州地方の

主要労働組合」として「日本産業軍日本石炭坑

夫組合，福岡県田川郡川崎村池尻光吉方，光吉

J悦心」30）とある。

との日本労働総同盟系の組合と同一名称の組

合は次のようなものであった。社会民衆党赤松

派は，前述のごとく，昭和7年 4月15日脱党

し， 5月29日新たに日本国家社会党を結成し

たが，この前後の社会民衆党福岡県聯合会の状

況は，

「四月十二日の県聯執行委員会に於て中央委

員会出席の県聯所属中央委員は，赤松案支持

と片山・松田・古川案支持の如何を問わず，

帰郷后直ちに県聯執行委員会の召集を求め，

中央委員会の報告をなして本聯合会の態度を

決定すると決議してゐたにも関らず，既に一

部の者は独断的lこ素動して，或は脱党し，或

は支部解消を決議をなし，或は支持取泊しを

声明して」31)

29) 「思想関係綴」（通達ノ分）。
30) 中川堅一「九州地方の労働運動」（『社会政策時
報』第193号，昭和11年11月）。
31) 社会民衆党福岡県支部聯合会「第五固執行委員
会議事報告」（日本石炭砿夫組合本部「支部連合
~u告，続」）。

ンパーであった高次昇（門司），稲富稜人（浮

羽）ならびに，日本労働総同盟日本石炭積夫組

合組合長光吉悦心（田JII）の 3名を除名処分l乙

付した。

光吉悦心は周知のごとく，九州地方における

労働運動の草分けの一人で，日川郡を中心lと強

固な人脈をもっていた。との人脈は総同盟日本

石炭蹟夫組合の中にあったが，日本石炭蹟夫組

合では，社民党l乙先んじ， 4月20Bの執行委員

会で組合長光吉，副組合長小田熊太郎を除名

し，光吉の腹心菊池勇，有国金次，下川男の脱

退を承認した。その後五月雨式に役員，常任ク

ラスだけでも原野勇，永盛泰，城野隆義，本浪

杵築等が光吉iζ従った32）。かかる日本石炭蹟夫

組合の迅速な対応は，白石内において，光吉に

ではなく，主事宮崎に主導権が存在していたと

とを示すものであるが，ともあれこの脱退派は，

田川郡川崎村池尻の光吉方で日本国家社会党回

JI I支部準備会の看板をかかげ，一方でそのまま

日本石炭鉱夫組合を名のったようであるω。前

述の結成月日 7月16日というのは，国家社会党

福岡県聯結成月日であり，結成届出はこの日で

あったかもしれない。

ζの結果，国社党系としては，筑豊炭田内l乙

田川の日本石炭鉱夫組合と嘉穂（飯塚〉の九州

鉱夫組合の二組合が並存するととになる。九州

鉱夫組合は結成に際して「日本石炭鉱夫組合ニ

32) 光吉悦心，前掲書213頁。「国家社会党田川l文部
結成ノ件」（前掲「政党労働組合関係綱領規約役
員等綴」〉。
33) 『社会運動通信』第805号，昭和7年7月6日に
は「臼本国家社会党田川支部準備会並に日本石炭
坑夫組合合同で二日午後二時から同郡川崎光吉口
で撫JI日炭輸入防止問題緊急対策委員会を開催…」
とある。

0
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昭和初期筑豊1ておける炭鉱労働組合の系譜

対シ，九州鉱夫組合ニ合流方ヲ警告Jしたので

あったが，両組合は遂に合流するととはなかっ

た。国社党福岡県支部聯内の！日社民党系と旧労

大党系の確執が原因であった3針。

しかし光吉等はこの後政治活動に重点を置

き，日本石炭鉱夫組合の活動については消極的

であり，同組合は当初より単なる看板組合にす

ぎなかったと思われる。

IV おわりに

昭和初期の筑豊地方における労働組合の系譜

を総括すると表4のようになる。しかし表中に

あげた履正会1)' 北九~＇＂＇坑夫協会2)' 日産合同

労働組合3），九州地方鉱山労働組合引について

はその実態は不明である。

筑豊の炭鉱労働運動ば給同盟の分裂後，目本

の労働運動の諸潮流を反映しながら，左右中間

派に分裂する。しかしながら，総向盟口本石炭

碩夫組合と日鉱筑豊支準を除いては，中央労働

団体の強い統轄，影響下にはなく，又明確に傘

下組識として位置付けられでもいなかった。む

しろ中央とのパイプは政党にあった。その原因

34) 九州鉱夫組合の創立時の顧問佐野義雄は，との
事情を後l乙次のように記している。

「…八月小倉勝山劇場に於て福岡県聯合会の結
成大会を挙げた。処が小池四郎一派の！日社会民衆
党系光吉悦心，高次昇，！日労大党系米村長太郎一
派が役員の割あて，県聯合会事務所位置問題と夜
来の感情で紛札l乙紛札を重ね，兼ねて紛札するも
のとの見通で同日出席して調停役の今村等も出席
せず，米村長太郎も病気と初、し出席せず，嘉穂郡
増i崎清太郎，佐野義土佐，浜田恵次郎等は米村長太
郎を支持して米中、Iを聯合会長，県聯Jlq'ii所；土八幡
市lζ置く事，粕屋京11小田熊太郎ば光古悦心を聯合
会長，県聯事務所を小倉市に置く事を出張し，…
裏面には小池四郎が居て操つってゐるのであl.)。

充分発展性の有る愛国政治同盟も小池四郎の代議
士選挙に利用きれ，今岡の如く行詰らしめt:Jと。
（前掲「社会運動団体ノ現況北九州・筑豊」）

のうち一つだけ指摘しておくならば，対立者か

らでさえ「日本石炭坑夫組合は西産，九評以上

の組織労働者を有し，炭坑稼動者中に信頼を有

するとLリ3事も事実であり，大労働争議ば白石

の指導下に於いてのみ斗はれるものであると言

ふ事は，何人と[llfilもこれに対し異論なきものと

確信する」ω と高く組織力を評価された日石で

すら財政的に自立することができず，総同盟へ

の上納買は総同盟九州聯合会に多くを依存して

いたのである。「元来筑豊炭田を中心にして活

動してゐる労働組合は其の組織徴弱にして何れ

の労働組合も組合員が完納する組合費を以って

維持経営してゐる組合はな」6）かったのである。

普選運動と昭和恐慌の中で筑豊炭田における

炭鉱労働運動は昭和6年の筑豊炭田大争議を闘

う。しかし昭和7年以後インフレ最気を基盤と

し，国家主義が高歯する中で，労働組合は炭鉱

労働者との接点を喪失してしぺ。そして昭和10

年 (1935）以降労働組合としての機能を失う。

日石組合長伊藤卯四郎は昭和10年10月の同組

合第5回大会で「すを得ればすを失ない，ニ，

三人の常任に依って組合の存在を宣伝す乙のが

筑豊に於げる労働運動の全部であるかの如き組

1) 昭和6年7月7日創立，西部鉱業所古川炭坑従
業員を以て組織，組合員549（『特高月報』昭和6
年7月分，社会運動団体設立解散表）。
2) 昭和7年頃鞍手郡に存在。元総同盟日本石炭磁
夫組合員からなる。（「日本労働総同盟日本石炭坑
夫組合本部執行委員会議事録j昭和7年6月10
日，「組合」所i民〕。
3) 国家社会主義系統，昭和7年5月22日創立。日
本坑夫組合脱退者を以て組織す。組合員数30（『特
寓月報』昭和7年5月分， 165頁）。
4) 前侶「社会運動団体ノ現況北九州・筑豊」（昭
和lQi['-11月）他，昭和10年7月から 9月にかけて
の九州産業労働調査所発行ニュースに名前がみえ
る。また昭和12年3月の宮尾炭抗争議を指導して
いる（前掲木永論文〉。

5〕6) 九州産業労働調査所「仮担〔筑笠炭田地方
lと於ける鉱山労働組合の活動状態〕J（前掲「九州
労働運動ニュース綴」）。
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昭和初期筑豊における炭鉱労働組合の系議

を呈して居る」と述べ，それに対し「幸にして

吾が組合は其の被を情算して，今や名実共lと労

働組合としての格式をそなえるに至った」7) と

報告したのであるが，後日，との大会をもって

組合解散の日としたほどであるBl。 また九州産

業労働調査所の名称、で，佐野義雄は昭和11年年

頭に次のように述べている。

「筑豊炭田に於ける重なる労働組合は…何れ

の労働組合も組合員の完納する組合買を以っ

て組合を維持経営して行く組合ぱなし労働

争議，紛議の費用を資本家に負担さしたり，

障害扶助料の交渉をしたり，そして口銭を取

つだり，不都合な奴になると，炭坑を訪問し

て金をもらって恥とも思はす平然として労働

組合の看板を掲げてゐる組合もあ7,,0 …甚だ

敷労働組合になると，組合に加入した労働者

を炭坑に売渡したり，労働争議を起す前に炭

7) 「昭和十年度日本労働総同盟日本石炭坑夫組合
第五回大会報告審」。
8) 福岡県無産運動史刊行委員会編（代表者伊藤卯
四郎）『福岡県無産運動史.Jl（昭和45年〕。

坑l乙通知したりする組合もある。組合発行の

ビラ， ニース等を労働者に渡す事をとき忘

れ，炭坑の労働係に送り付ける事を忠実に働

いて，それを労働迎動と心得てゐる。以上の

事実より観察した場合，労働組合の組織労働

者を有せざるは至って明瞭であるP

と。

小稿は前述したどとく昭羽初期筑豊炭田にお

ける労働組合の結成，解散月日を確定し，その

系譜を整理するのが目的で，それ以上のもので

はない。従ってこの時期の筑豊の労働運動を社

会政策あるいは企業の労務政策との関係の下で

芳察するととほ他日の課題である。

9) 九州産業労働調査所編「昭和十一年度の社会運
動の展望と各炭砿の労務政策の検討（筑豊炭国〕」
（「九州労働運動ニュース緩J）。

f付記〕 j,;不吉で使用した史料のうちF大F従事報』は法
政大学大原社会問題研究所所j茂資料であり，他は九
州大学石炭耐充資料センタ一所蔵資料である。法政
大学大原社会問題研究所ならびに資料について御教
示下さった問中直樹氏，原口頴雄氏に感謝します。
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ノート注釈
qir03 : MigrationNone

qir03
ノート注釈
qir03 : Unmarked
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ノート注釈
qir03 : None

qir03
ノート注釈
qir03 : MigrationNone

qir03
ノート注釈
qir03 : Unmarked
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